
八雲町立野田生小学校 学校通信 

令和5年9月30日 発行490号 

二海郡八雲町野田生457番地2  ☎0137-66-2014 Fax0137-66-2953 

学校の教育目標 

○考える子 

○強い子  

○正しい子 

○仲良い子 

働き方守旧 

八雲町立野田生小学校長 宮川 高宏 

 

 昨日、子供会の廃品回収が行われ、妻と参加してきました。本校児童も全員参

加し、中学生も来てくれました。保護者の参加も多く、「野田生おやじの会」も

張り切って子どもたちをまとめたり、教えたりしてくれました。地域の方々との

交流やリサイクルを学ぶ貴重な機会。地域や保護者の皆さんのおかげで、今回も

良い経験となったようです。 

 さて、お便りでも紹介しましたが、２学期始まってすぐ、実習生２名を受け入

れました。七飯高校の飯村咲紀さん、本校卒業生です。そして、教育大旭川校の

浜高莉音さん。二人とも、 

「人と交流し、たくさん関わる仕事がしたい」 

「故郷の檜山で先生をしたいので、複式教育を学びたい」と、とても志が高かっ

たのです。積極的に児童や先生方と関わり、熱心に授業や研修に努めました。 

 飯村さんも浜高さんも口々に、「子どもたちが明るく素直」「優しく穏やかな

学校の雰囲気」「職員室の仲の良さ」を話してくれ、充実感と満足感を持って終

えてくれたようです。 

 働き方改革が叫ばれて久しい。勤務時間、業務内容、部活動、行事・PTA・地

域交流等の見直しや削減、業務のICT化など、教職員の多忙化の緩和に向けた動

きが本格化しています。とても大事で必要なことなのですが、我々が働く上で肝

なのは、やはり子どもたちと家庭・地域の在りよう、そして職場の同僚性だと思

うのですよ。それは昔々から変わらないこと。 

 実習生二人が感じとった、『明るく素直な子どもたちが、優しく穏やかなムー

ドを作り、児童も先生方も仲良く過ごしている学校』。それはきっと、ご家庭の

雰囲気、野田生が培ってきた地域性、そして本校スタッフが生き生きと働いてい

る姿があったからこそ。本校と関わる全ての皆さんに感謝なのです。 

 いよいよ１０月２９日（日）９時から、本校学芸会が開催されます。どうぞ、

保護者・地域の皆さん、子どもたちや本校ス

タッフの生き生きと躍動する姿を見に来てく

ださいね。お待ちしております。 

野田生小ホームページ 

学校情報更新中！ 
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残暑が厳しい夏でしたが、何とかか

いくぐって楽しい研修を過ごしてきま

した。普段なかなか会えない同級生と

一つの目的・めあてに向かって協力す

る有意義な時間を過ごしました。来年

の修学旅行に生かしていきます。 

社会科見学「つどい八雲」 

「銀河鉄道の夜」 
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３校合同ピアサポート学習 

移動図書 

集団下校訓練 

前期終業式 ３時間授業 

ＰＴＡ工作会 

野田生地区ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 

後期始業式 ３時間授業 

児童朝会 

稲刈り体験（東野小） 

学芸会 

学芸会振替休日 

 ３年に一度行われる芸術鑑賞会に行っ

てきました。落部小・東野小との３校全

学年での実施でしたので、低学年には少

し内容が難しかったようですが、雰囲気

を楽しんできたようです。 

ＣＳ旗の波運動（秋の交通安全週間） 

 大きな交通事故があってＪ

早や３カ月。野田生中学校区4

校が、ほぼ同時刻に国道での

【旗の波運動】を行いまし

た。運転手さんに安全運転へ

の気持ちをしっかり届けるこ

とができました。 

 １週間という短い時間でしたが、子どもたちと

存分に触れ合われました。少人数での授業の難し

さややりがいを学ばれました。授業づくりの実際

も体験されました。ぜひ教師として野田生小に

戻ってきてほしいです。 

浜高莉音先生 

がんばってください！ 

宿泊研修 


